
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
へ

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援
課
　
保
育
班（
合
志
庁
舎
）

☎（
２
４
８
）１
１
６
２
　
　
　
　
　
　

　
認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児

童
の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
人

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人

・�

認
可
保
育
施
設
の
入
所
要
件
を
満
た
し

申
し
込
ん
だ
が
、
入
所
で
き
ず
待
機
し

て
い
る
こ
と（
保
留
通
知
を
持
っ
て
い

る
人
で
、
両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ

る
こ
と
。
求
職
中
の
人
は
対
象
外
）

・�

月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育

施
設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上

通
っ
て
い
る
こ
と（
一
時
預
か
り
や
延

長
保
育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除

く
）

●
対
象
に
な
ら
な
い
人

・�

通
所
で
き
る
認
可
保
育
施
設
な
ど
が
あ

り
な
が
ら
、
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で

入
所
し
な
か
っ
た
人（
入
所
辞
退
な
ど
）

・�

入
所
希
望
の
保
育
施
設
が
少
な
い（
特

別
な
理
由
を
除
き
、
第
６
希
望
未
満
）

の
人

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

●
対
象
施
設

　�

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、

県
ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認

可
外
保
育
施
設（
合
志
市
外
の
施
設
も

対
象
）事
業
所
内
保
育
施
設
や
英
会
話

な
ど
を
主
目
的
と
す
る
施
設
は
除
き
ま

す
。

●
補
助
対
象
経
費

　�

保
護
者
が
負
担
し
た
保
育
料
月
額
と
昼

食
代
の
合
計
額（
延
長
料
金
は
含
ま
ず
）

●
補
助
額

　�

補
助
対
象
経
費
か
ら
、
認
可
保
育
施
設

に
入
所
し
た
場
合
の
保
育
料
月
額
相

当
額
を
差
し
引
い
た
額（
上
限
は
月
額

２
万
円
）

●
申
込
方
法

　
申
請
書
類
一
式
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
郵
送
可
）

※�

申
請
書
類
一
式
は
子
育
て
支
援
課
、
西

合
志
総
合
窓
口
課（
西
合
志
庁
舎
）、
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

・
４
月
〜
７
月
通
園
分
…
８
月
20
日
㈪

・
８
月
〜
11
月
通
園
分
…
12
月
20
日
㈭

・
12
月
〜
平
成
31
年
３
月
通
園
分

　
　
　
　
　
…
平
成
31
年
４
月
22
日
㈪

●
申
込
場
所

　�

子
育
て
支
援
課（
合
志
庁
舎
）、
西
合
志

総
合
窓
口
課（
西
合
志
庁
舎
）、
泉
ヶ
丘

支
所
、
須
屋
支
所

第
65
回

歴
史

　中学生の学習習慣の定着を目的として、国語、
英語、数学などの学習を支援する地域未来塾で、
生徒の学習指導などを行なう学習支援員の登録者
を募集します。詳しくはお問い合わせください。

●活動内容　
　中学生の学習指導・運営委員会への参加
●対象
　�教員経験者、塾講師経験者、大学生などで、中
学生の学習指導ができる人（教員免許の資格は
問いません）

●活動場所
　市内各中学校（予定）

●申し込み・問い合わせ先　
　生涯学習課　生涯学習班（ヴィ―ブル）
　☎２４８－５５５５

　障がいのある人や高齢者、妊産婦など歩行が困
難な人に対して、県内共通のハートフルパス（障
がい者等用駐車場利用者証）を交付しています。
　この申請と交付手続きが、市の窓口でもできる
ようになりました。詳しくはお問い合わせくださ
い。

●必要書類　
・�身体障害者手帳や母子健康手帳など対象になる
手帳など

・車のナンバーの控え
・身分証明書（代理申請の場合）
●申込先
①福祉課　障がい福祉班（合志庁舎）
②県障がい者支援課（県庁）
③菊池保健所

●問い合わせ先
　福祉課　障がい福祉班（合志庁舎）
　☎２４８－１１４４

子どもたちの学習を
支援しませんか

市で受け付けができる
ようになりました

地域未来塾学習支援員になって ハートフルパスの申請・交付を

82018 広報こうし7月

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
を
伝
え
る
」な

ど
、
誘
導
し
て
支
払
わ
せ
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
心
当
た
り
が

あ
っ
て
も
不
審
だ
と
思
う
場
合
に
は
、
連
絡

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
は
が
き
に
記
載
の
法
務
省
管
轄
支
局
と
い

う
事
業
実
態
は
な
く
、
国
の
行
政
機
関
で
あ

る
法
務
省
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
正
式
な
裁
判
手
続
き
の
通
知
が
は
が
き

で
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
合
志
庁
舎
２
階
　
総
務
課
内
）

　
☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　
平
日
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

「
料
金
未
払
い
を
ほ
う
っ
て
お
く
と
裁

判
に
な
る
」な
ど
の
架
空
請
求
に
注
意

相
談
事
例

　
昨
日
、
法
務
省
管
轄
支
局
か
ら
、「
総
合

消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
知
書
」と
い

う
は
が
き
が
届
い
た
。
契
約
会
社
や
運
営
会

社
か
ら
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴
訟
の
訴

状
が
提
出
さ
れ
、
連
絡
が
な
い
場
合
は
、
給

与
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。
料
金
未
納
に
つ
い
て
全
く
心
当
た
り
が

な
か
っ
た
の
で
、
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た

取
り
下
げ
の
相
談
窓
口
に
電
話
を
し
た
ら
、

30
万
円
用
意
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
。

（
60
歳
代
　
女
性
）

解
説

　
相
談
窓
口
に
連
絡
す
る
と
、
担
当
者
か
ら

弁
護
士
を
名
乗
る
人
物
に
つ
な
が
れ
、
取
り

下
げ
費
用
を
請
求
さ
れ
ま
す
。
料
金
を
支
払

う
と「
別
の
未
納
料
金
が
あ
る
」「
相
手
が
裁

判
の
取
り
下
げ
を
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

追
加
で
お
金
を
用
意
で
き
な
け
れ
ば
弁
護
は

で
き
な
い
」と
、
さ
ら
に
料
金
が
請
求
さ
れ

る
な
ど
の
被
害
も
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
料
金
の
支
払
方
法
は
、「
現
金
を
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
や
宅
配
で
送
付
」「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
ギ
フ
ト
券
を
購
入
し
、
ギ
フ
ト

第
65
回

歴
史

　
江
戸
時
代
の
僧
、
放
牛
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
放
牛
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
お
地
蔵

さ
ま
が
、
市
内
の
県
道
熊
本
菊
鹿
線
沿

い
に
３
体
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
お
地

蔵
さ
ま
は
、
放
牛
が
幼
い
頃
、
自
分
の

せ
い
で
死
な
せ
た
父
親
の
供
養
と
自
分

の
修
行
の
た
め
に
建
立
し
た
と
言
わ

れ
、
享
保
７（
１
７
２
２
）年
、
熊
本
市

南
区
田
迎
町
に
最
初
の
１
体
目
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
熊
本
市
を
中
心

に
１
０
７
体
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
総
数
は
ま
だ
判
明
し
て
い

ま
せ
ん
。
お
地
蔵
さ
ま
に
は
建
て
ら
れ

た
順
に
番
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
自
分

の
名
前
や
自
作
の
歌
も
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
40
体
を
超
え
る
こ
ろ
か
ら
道
の
分
か

れ
目
に
建
立
さ
れ
、
道
し
る
べ
と
な
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
須
屋
の
山

ノ
上
の
道
路
交
差
点
に
建
て
ら
れ
た
49

体
目
の
お
地
蔵
さ
ま
に
も「
こ
れ
よ
り

み
ぎ
わ
い
ふ（
菊
池
市
隈
府
）ひ
だ
り
き

の（
山
鹿
市
菊
鹿
町
木
野
）」と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。

文
化
財

放ほ
う

牛
ぎ
ゅ
う

地じ

蔵ぞ
う

１ ３

２

1放牛地蔵49体目
　上須屋郵便局そば

3放牛地蔵75体目
　ふれあい館そば

2放牛地蔵65体目
　野々島交差点
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